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建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

建
学
の
精
神
「
大
覚
円
成
　
報
恩
行
持
」
の
由
来
・
来
歴
を
さ
ぐ
る

―
学
園
の
教
育
目
標
（
標
語
）
の
変
遷
も
踏
ま
え
な
が
ら

―

宮
崎
　
展
昌

一
︑
は
じ
め
に
―
本
発
表
の
目
的
と
方
法
―

学
校
法
人
総
持
学
園
鶴
見
大
学
（
以
下
、
総
持
学
園
は
「
本
学
園
」、
鶴
見
大
学
は
「
本
学
」
と
略
称
）
は
、
建
学
の
精
神
と
し
て
「
大
覚
円

成　

報
恩
行
持
」
を
掲
げ
る
。
本
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
右
の
二
句
八
字
は
「
本
学
の
創
設
に
深
く
か
か
わ
ら
れ
た
中
根
環

堂
先
生
」
が
示
さ
れ
た
と
さ
れ
る）

1
（

。
ま
た
、
そ
の
由
来
・
来
歴
に
つ
い
て
は
、
本
学
学
報
で
は
「
本
学
園
の
創
立
者
で
あ
ら
れ
る
故
中
根

環
堂
先
生
が
、
總
持
寺
ご
開
山
瑩
山
禅
師
様
の
ご
垂
示
よ
り
、
学
園
に
学
ぶ
生
徒
・
学
生
諸
君
に
教
育
の
理
念
と
し
て
示
さ
れ
た
お
言
葉

で
す
」
と
さ
れ
て
い
る）

2
（

。

け
れ
ど
も
、
後
で
も
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
言
そ
の
ま
ま
の
も
の
は
、
管
見
の
限

り
、
瑩
山
禅
師
が
著
さ
れ
た
典
籍
な
ど
に
確
認
で
き
ず
、
ま
た
、
漢
語
仏
典
の
全
書
的
叢
書
で
あ
る
大
蔵
経
に
収
め
ら
れ
た
諸
典
籍
に
も
、

機
械
検
索
に
よ
っ
て
見
出
す
こ
と
が
難
し
い
。
本
発
表
の
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
本
学
の
建
学
の
精
神
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と

い
う
文
言
は
、
伝
統
的
な
漢
語
仏
典
や
祖
師
方
の
著
作
・
語
録
な
ど
に
直
接
の
由
来
を
持
つ
も
の
と
は
考
え
に
く
く
（
も
ち
ろ
ん
、
後
で
詳

し
く
見
る
よ
う
に
、
全
く
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
）
、
お
そ
ら
く
は
、
中
根
環
堂
先
生
ご
自
身
が
編
み
出
さ
れ
た
言
葉
と
推
測
さ
れ
る
。
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同
時
に
、
戦
前
、
す
な
わ
ち
、
学
園
初
期
か
ら
の
教
育
目
標
に
関
わ
る
標
語
の
変
遷
を
整
理
す
る
こ
と
や
、
中
根
先
生
の
著
作
物
で
の
記

述
、
お
よ
び
、
最
近
利
用
可
能
に
な
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
文
言
は
、

中
根
先
生
と
と
も
に
本
学
園
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
初
代
校
主
新
井
石
禅
禅
師
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
編
み
出
さ
れ
た
可
能
性
が
見
え
て
く

る
。本

発
表
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
現
在
も
鶴
見
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
（
以
下
「
附
属
中
高
」
と
略
称
）
よ
り
刊
行

が
継
続
さ
れ
て
い
る
機
関
誌
『
鶴
の
林
』（
戦
前
・
戦
中
は
『
つ
る
の
は
や
し
』
あ
る
い
は
『
鶴
之
林
』。
以
下
、
便
宜
的
に
『
鶴
の
林
』
と
表
記
を

統
一
）
に
記
載
さ
れ
て
い
た
、
学
園
の
教
育
目
標
に
関
わ
る
標
語
に
つ
い
て
、
戦
前
よ
り
中
根
先
生
が
在
籍
さ
れ
て
い
た
頃
ま
で
を
中
心

に
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
を
整
理
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
戦
前
の
二
大
眼
目
が
戦
後
も
わ
ず
か
に
言
葉
を
変
え
て
「
垂
訓
」
と

し
て
維
持
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
検
討
す
る
（
第
二
節
）
。
次
に
、
第
三

節
で
は
、「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と
い
う
両
句
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
も
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
由
来
・
来
歴

を
探
る
。
そ
こ
で
は
、
右
の
両
句
が
、
伝
統
的
な
仏
典
類
に
は
見
出
し
難
い
の
に
対
し
て
、
新
井
石
禅
禅
師
の
著
作
中
に
見
出
し
う
る
こ

と
を
報
告
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
本
発
表
の
結
論
を
ま
と
め
る
（
第
四
節
）
。

な
お
、
発
表
者
は
こ
れ
ま
で
仏
教
学
を
専
門
と
し
て
き
た
の
で
、
本
発
表
に
関
わ
る
調
査
も
、
そ
の
主
た
る
方
法
論
で
あ
る
文
献
学
的

な
方
法
を
も
っ
て
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に
は
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
、『
鶴
の
林
』
や
仏
典
、
著
作
な
ど
の
文
献
の
か
た
ち
で
残

さ
れ
た
も
の
を
主
た
る
調
査
対
象
と
し
た
。
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
在
職
者
や
卒
業
生
ら
へ
の
聞
き
取
り
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
調
査
方

法
は
と
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
た
場
合
と
は
結
論
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
け
れ

ど
も
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
・
雑
誌
な
ど
に
記
さ
れ
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
、
本
発
表
を
ま
と
め
て
お
く
意
義
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
過
去
の
『
鶴
の
林
』
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
附
属
中
高
に
は
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

二
︑『
鶴
の
林
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
教
育
目
標
に
関
す
る
標
語
類
の
変
遷

　

―
中
根
環
堂
初
代
学
園
長
在
職
期
間
を
中
心
に

学
園
機
関
誌
で
あ
る
『
鶴
の
林
』
は
、
創
刊
以
来
、
絶
え
ず
刊
行
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
戦
中
・
戦
後
は
一
時
休
刊
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
時
期
も
あ
る）

3
（

。
ま
た
、
発
表
者
は
、
創
刊
号
よ
り
刊
行
済
の
巻
号
す
べ
て
を
参
照
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ

ど
も
、
本
学
や
附
属
中
高
に
保
管
さ
れ
て
い
る
参
照
可
能
な
巻
号
を
も
と
に
調
査
し
た
も
の
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

1
戦
前
〜
戦
中
の
教
育
目
標
に
関
す
る
標
語
類
の
変
遷

戦
前
・
戦
中
の
『
つ
る
の
は
や
し
』
あ
る
い
は
『
鶴
之
林
』
は
、
基
本
的
に
は
年
末
あ
る
い
は
年
度
末
に
刊
行
す
る
年
刊
誌
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
発
表
者
が
参
照
し
得
た
も
の
で
、
教
育
目
標
な
ど
に
関
す
る
標
語
類
の
掲
載
が
確
認
で
き
た
も
の
は
、
表
一
に
ま
と
め
た

と
お
り
で
あ
る）

4
（

。

当
初
は
「
二
大
眼
目
」
と
さ
れ
、
対
米
戦
争
が
始
ま
っ
た
あ
と
の
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
頃
か
ら
は
「
垂
訓
」
と
さ
れ
た
「
恭
き
ょ
う

倹け
ん

修し
ゅ
う
と
く
徳　

愛あ
い
け
い敬
報ほ
う
お
ん恩
」
と
い
う
二
句
八
字
は
、
後
で
も
見
る
よ
う
に
、
学
園
を
創
立
な
さ
っ
た
新
井
石
禅
禅
師
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
も
、
文
言
を
わ
ず
か
に
変
え
な
が
ら
も
、
中
根
先
生
在
世
中
の
こ
ろ
ま
で
は
、
同
じ
く
「
垂
訓
」
と
し
て
維
持
さ
れ
る
。

ま
た
、
当
初
「
四
大
標
語
」
と
さ
れ
、
の
ち
に
「
五
大
標
語
」
に
拡
充
、
や
が
て
「
校
訓
」
と
さ
れ
た
も
の
は
、
中
根
先
生
に
よ
っ
て

考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）

5
（

。
戦
後
は
、
条
項
を
増
や
し
、
文
言
も
変
更
し
て
、「
八
大
綱
領
」
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
一
方
、
昭
和
十
三
（
一

九
三
八
）
年
頃
に
は
実
質
的
に
提
唱
さ
れ
て
、
後
に
「
日
訓
」
と
な
っ
た
「
朝
は
希
望
に
お
き
て
礼
拝
・
昼
は
愉
快
に
働
い
て
報
恩
・
夜
は

感
謝
に
臥
し
て
安
心
」
も
ま
た
、「
一
般
的
訓
育
の
方
法
」
と
し
て
中
根
先
生
が
考
案
し
た
標
語
で
あ
る）

6
（

。
戦
後
も
、
中
根
先
生
の
在
職
中

ま
で
は
、
同
じ
く
「
日
訓
」
と
し
て
維
持
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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対
米
開
戦
（
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
）
以
降
は
、

明
ら
か
に
軍
国
主
義
が
色
濃
く
な
り
、『
鶴
之
林
』
の
表

紙
に
は
「
皇
紀
」
年
号
が
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教

育
勅
語
よ
り
抜
粋
し
た
「
聖
訓
」
も
制
定
さ
れ
る
。
さ
ら

に
は
「
学
校
標
語
」
で
は
、
戦
時
下
の
備
え
・
心
構
え
が

示
さ
れ
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年

三
月
発
行
号
『
鶴
之
林
』
巻
頭
の
学
園
近
影
に
は
、
中
根

先
生
が
国
民
服
を
着
用
し
、
敬
礼
す
る
姿
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。

2
戦
後
の
教
育
目
標
に
関
す
る
標
語
類
の
変
遷

戦
争
末
期
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
、
学
園
機
関
誌
『
鶴
の

林
』
は
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
昭
和
二
十

二
年
（
一
九
四
七
）
度
よ
り
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
と
し
て
復
刊
さ

れ
、
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
度
・
創
立
二
十
五
周
年

を
機
に
、
月
刊
誌
と
な
っ
た
。
年
末
ご
ろ
あ
る
い
は
年
度

末
に
刊
行
さ
れ
る
『
鶴
の
林
』
臨
時
増
刊
号
や
、
随
時
発

行
さ
れ
る
『
学
校
要
覧
』
に
は
、
教
育
目
標
に
関
す
る
標

語
類
が
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で

刊行年 題　目 内　　容 発表者による注記
昭和8（1933）年
（創立10周年）

二大眼目 恭倹修徳　愛敬報恩

四大標語 仕事の運動化・所言の実行化・天資の
達成化・信念の確立化

昭和10（1935）年 二大眼目 恭倹修徳　愛敬報恩

五大標語 仕事の連動化・所言の実行化・天資の
達成化・信念の確立化・生活の簡素化「生活の簡素化」が付加

昭和13（1938）年
創立15周年記念
誌
（創立十五年史を含
む）

二大眼目 恭倹修徳　愛敬報恩

五大標語 仕事の運動化・所言の実行化・天資の
達成化・生活の簡素化・信念の確立化 順序の変化

朝は希望におきて礼拝・昼は愉快に働
いて報恩・夜は感謝に臥して安心

（中根先生講演録に、後の
「日訓」への言及）

昭和17（1942）年
（前年末に対米開戦、
表紙には皇紀表記
も）

垂訓 恭倹修徳　愛敬報恩 「二大眼目」が「垂訓」
に

聖訓 徳器成就　皇運扶翼 「教育勅語」からの抜粋

校訓 信念の確立化・天資の達成化・所言の
実行化・仕事の運動化・生活の簡素化

「五大標語」が「校訓」
に、再度、順序の変化

日訓 朝は希望におきて礼拝・昼は愉快に働
いて報恩・夜は感謝に臥して安心

学校標語

一絲も捨てるな興亜の基（資源愛護）・
仕事で鍛えよ銃後の身体（鍛錬）・拝む
心で互ひに敬礼（礼儀）・心のすきから
光がもれる（防空）

昭和18（1943）年
（創立30周年）

垂訓・聖訓・日訓（同上、省略） 「校訓」はなし

学校標語 小さな親切大きな力・今年こそ己に勝
って敵にも勝抜け

表1　戦前～戦中における教育目標の変遷
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建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
中
根
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
、
二
代
目
学
園
長
の
三
沢
智
雄
先
生
が
就
任
さ
れ
る
前
後
の
昭
和
三
十
八
（
一
九

六
三
）
年
度
頃
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
整
理
し
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
刊
行
の
『
總
持
寺
誌
』
や
、

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
刊
行
の
総
持
学
園
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
『
古
教
照
心
』、
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
刊
行
の
創
立
六
十
周

年
記
念
誌
『
人
々
悉
道
器
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
も
収
録
し
た
。

ま
ず
、
現
在
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
は
、
当
初
「
二
大
眼
目
」
と
さ
れ
、
や
が
て
「
誓
旨
」
と
さ
れ
る
。

中
根
先
生
没
後
に
は
、
他
の
標
語
類
が
『
鶴
の
林
』
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
、
そ
の
両
句
は
し
ば
ら
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
三
月
刊
行
の
『
鶴
の
林
』
で
は
、
つ
い
に
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
の
字
句
さ
え
も
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
。
一
方
、
記
念
誌
等
に
よ
れ
ば
、
他
の
教
育
目
標
も
含
め
て
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
も
の
の
、
中
根
先
生
の
逝
去
の
前
と

後
と
で
は
、『
鶴
の
林
』
に
掲
げ
ら
れ
る
教
育
目
標
の
項
目
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
否
め
な
い）

7
（

。

次
に
、
戦
前
、「
四
大
標
語
」
あ
る
い
は
「
五
大
標
語
」「
校
訓
」
と
さ
れ
た
も
の
は
、
新
た
に
「
八
大
綱
領
」
と
さ
れ
て
、
昭
和
三
十

（
一
九
五
五
）
年
度
ぐ
ら
い
ま
で
は
維
持
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る）

8
（

。
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
度
ご
ろ
に
は
「
四
大
信
条
」
あ
る
い
は
「
信

条
」
と
さ
れ
た
の
ち
、
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
『
古
教
照
心
』
の
こ
ろ
に
は
、「
三
大
綱
領
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

戦
前
に
も
「
日
訓
」
と
さ
れ
て
い
た
「
朝
は
希
望
に
お
き
て
礼
拝
・
昼
は
愉
快
に
働
い
て
報
恩
・
夜
は
感
謝
に
臥
し
て
安
心
」
と
い
う

標
語
は
、
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月
刊
行
『
創
立
二
十
五
周
年
記
念
誌
』
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年

一
月
刊
行
の
『
学
校
要
覧
』
以
降
、
継
続
し
て
見
え
、
戦
後
も
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
三

月
刊
行
の
『
鶴
の
林
』
に
あ
る
「
宗
教
行
事
」
と
い
う
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
日
訓
」
を
和
歌
、
う
た
と
し
た
も
の
も
、
こ
の
頃
か
ら

用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
お
よ
び
創
立
六
十
周
年
記
念
誌
に
も
、「
日
訓
」
と
と
も
に
和
歌
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
と
も
に
長
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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刊行年 題　目 内　　容 備　　考
昭和24（1949）年3月　
創立25周年記念誌

二大眼目 大覚円成　報恩行持

八大綱領

大和の顕成化・自主の尊重化・知見の
世界化・天資の達成化・信念の確立
化・仕事の聖行化・生活の創意化・報
恩の社会化

戦前の「五大標語」あ
るいは「校訓」をアレ
ンジしたもの

昭和26（1951）年1月　
学校要覧

八大綱領 （同上、省略）
二大眼目 大覚円成　報恩行持

日訓 朝は希望におきて礼拝・昼は愉快に働
いて報恩・夜は感謝に臥して安心

垂訓 恭倹　信義　愛敬　報恩
戦前の「垂訓」よりわ
ずかに変化、このとき
のみ、2字4句

昭和26（1951）年2月 二大眼目 大覚円成　報恩行持 「八大綱領」は掲載され
ず

日訓 （同上、省略）
垂訓 恭倹信義　愛敬報恩 4字2句（以後継続）

昭和27（1952）年12月
昭和28（1953）年10月　
学校要覧（沿革も掲載）
昭和28（1953）年12月　
創立30周年記念誌

八大綱領 （同上、省略）
二大眼目 大覚円成　報恩行持
日訓 （同上、省略）

垂訓 恭倹信義　愛敬報恩

昭和30（1955）年3月 垂訓 恭倹信義　愛敬報恩
二大眼目 大覚円成　報恩行持
日訓・八大綱領（同上、省略）

（日訓を和歌とし
たもの）

あしたには　のぞみにおきて　みほと
けの　みめぐみおあぎ　こころしずめ
ん　いちにちを　たのしくつとめ　も
のみなの　めぐみのおんに　むくいは
げまん　ゆうべには　みのさちおもい　
はらからの　さかえいのりて　なごみ
やすまん

「宗教行事」としてまと
められた部分に掲載

昭和32（1957）年1月　
学校要覧
昭和32（1957）年3月

垂訓 恭倹信義　愛敬報恩
二大眼目 大覚円成　報恩行持
日訓 （同上、省略）

四大信条

資性を伸ばし学問に励みましょう
仕事を愛し体力を養いましょう
報恩を忘れず社会に尽くしましょう
信念を堅くし生存を喜びましょう

新たに制定、「八大綱
領」をアレンジしたも
の

昭和33（1958）年「夏
の日誌」

誓旨 大覚円成　報恩行持 「二大眼目」が「誓旨」
とされる。「垂訓」は掲
載されていない。

日訓 （同上、省略）
信条 （四大信条に同じ、省略）

表2　戦後における教育目標に関する標語類の変遷（1）



― 33 ―

建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

刊行年 題　目 内　　容 備　　考
昭和35（1960）年3月
前年11月、創立
35周年記念式典
培上にて中根先
生が急逝

信条 （同上、省略）
これまで「垂訓」とさ
れていたものが「二大
眼目」とされる
（この巻号のみ）

誓旨 大覚円成　報恩行持
二大眼目 恭倹信義　愛敬報恩

日訓 （同上、省略）

昭和37（1962）年11月
昭和38（1963）年11月
創立40周年記念
（＝大学開学へ）

（誓旨） 大覚円成　報恩行持
巻頭に孤峰智璨禅師の
揮毫、他の標語は掲載
されず、「誓旨」のみ

昭和40（1965）年3月　
『總持寺誌』 誓旨 大覚円成　報恩行持

日訓 （同上、省略）
信条 （同上、省略）

昭和50（1975）年10月
創立50周年記念誌
「古教照心」

二大行願 大覚円成　報恩行持

三大綱領
学問に勉め、個性を伸ばしましょう
体力を鍛え、勤労に励みましょう
信念を養い、報恩に尽くしましょう

（戦前の）五大教育目標
→（戦後の）八大綱領→
四大目標（信条）という
整理がなされる

日訓と和歌 （同上、省略）
昭和59（1984）年10月
創立60周年記念誌
『人々悉道器』

二大眼目 大覚円成　報恩行持
八大綱領 （同上、かつての標語の説明）
日訓と和歌 （同上、省略）

校訓
黙然正坐して　自己に目立めよう
一点に成り切って　心身を棟磨しよう
報恩行持して　人格を完成しよう

表3　戦後の教育目標に関する標語類の変遷（2）

戦
前
の
「
二
大
眼
目
」
も
し
く
は
「
垂
訓
」
と
さ
れ

た
「
恭
倹
修
徳　

愛
敬
報
恩
」
は
、
少
し
だ
け
文
言
が

変
更
さ
れ
て
、「
恭
倹
信
義　

愛
敬
報
恩
」
と
し
て
、

中
根
先
生
逝
去
直
後
の
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年

度
末
ご
ろ
ま
で
『
鶴
の
林
』
な
ど
に
継
続
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
文
言
が
変
更
さ
れ
た
背
景
は
詳
ら
か
で
は

な
い
も
の
の
、
戦
前
の
「
垂
訓
」
が
、
戦
後
も
し
ば
ら

く
維
持
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
紹
介
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
、
中
根
先
生
が
こ
の
文
言
に
対
す

る
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
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３
垂
訓
「
恭
倹
修
徳　

愛
敬
報
恩
」
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

―
新
井
禅
師
お
見
舞
い
の
た
め
の
強
行
軍
に
関
連
す
る
も
の

戦
前
の
二
大
眼
目
で
あ
り
、
戦
後
の
垂
訓
の
も
と
に
な
っ
た
「
恭
倹
修
徳　

愛
敬
報
恩
」
と
い
う
両
句
は
、
随
所
で
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
初
代
校
主
で
あ
っ
た
新
井
石
禅
禅
師
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
あ
る）

9
（

。
そ
れ
に
関
連
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
昭
和
二
（
一
九
二

八
）
年
十
月
に
な
さ
れ
た
、
新
井
禅
師
お
見
舞
い
の
た
め
に
鎌
倉
の
ご
滞
在
先
ま
で
の
強
行
軍
に
関
す
る
も
の
を
、
中
根
先
生
自
身
が
記

し
た
文
章
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
垂
訓
な
ら
び
に
新
井
禅
師
に
対
し
て
、
中
根
先
生
が
強
い
思
い
、
思
慕
の
念
を
抱
い

て
い
た
こ
と
を
確
か
め
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
た
学
園
史
な
ど
に
も
あ
る
よ
う
に
、
昭
和
二
（
一
九
二
八
）
年
十
月
八
日
、
病
気
療
養
中
で
鎌
倉
に
滞
在
さ
れ

て
い
た
新
井
禅
師
の
病
気
平
癒
祈
願
と
し
て
、
職
員
・
生
徒
ら
が
順
々
に
書
写
し
た
紺
地
金
泥
観
音
経
一
巻
を
禅
師
に
奉
呈
す
る
た
め
に
、

中
根
先
生
が
女
学
生
た
ち
を
率
い
る
か
た
ち
で
鎌
倉
ま
で
徒
歩
で
向
か
っ
た
。
そ
の
途
上
、
金
沢
あ
た
り
か
ら
荒
天
に
見
舞
わ
れ
る
も
の

の
、
何
と
か
、
鎌
倉
の
新
井
禅
師
へ
の
お
見
舞
い
を
済
ま
せ
、
荒
天
に
よ
っ
て
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
帰
路
に
お

い
て
、
二
大
眼
目
を
生
徒
ら
と
と
も
に
唱
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
音
の
霊
験
に
あ
ず
か
り
、
翌
日
に
は
生
徒
が
誰
一
人
か
け
る
こ
と
な

く
登
校
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
中
根
環
堂
『
観
音
の
霊
験
』（
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
有
光
社
）
の
中
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

生
徒
は
夢
中
に
な
っ
て
「
恭
倹
修
徳
、
愛
敬
報
恩
」
を
く
り
か
え
し
て
唱
へ
た
。「
恭
倹
修
徳
、
愛
敬
報
恩
」
と
は
新
井
禅
師
が
鶴

見
女
学
校
へ
書
い
て
與
へ
ら
れ
た
も
の
で
、
今
で
は
學
校
の
精
神
と
な
っ
て
ゐ
る
言
葉
で
あ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
も
亦
汽
車
に
乗
つ
て
か
ら
も
、
繰
り
か
え
し
繰
り
か
え
し
「
恭
倹
修
徳
、
愛
敬
報
恩
」
と
高
唱
し
た）

10
（

。

右
の
引
用
文
よ
り
前
の
箇
所
で
は
、
鶴
見
高
等
女
学
校
を
設
立
さ
れ
、
校
主
を
つ
と
め
ら
れ
た
「
新
井
禅
師
は
學
校
に
も
よ
く
お
見
え



― 35 ―

建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

に
な
つ
て
、
講
堂
に
て
お
話
し
を
し
て
下
さ
れ
、
生
徒
に
愛
さ
れ

た
の
で
、
心
の
融
和
が
出
来
、
生
徒
達
と
禅
師
は
親
子
同
様
の
關

係
が
密
接
に
な
り
、
生
徒
は
禅
師
を
親
の
よ
う
に
親
し
み
、
尊
敬

す
る
よ
う
に
な
つ
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

右
の
よ
う
な
中
根
先
生
の
著
作
で
の
記
述
や
、
女
学
生
ら
と
と

も
に
徒
歩
で
鎌
倉
ま
で
お
見
舞
い
に
向
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
学
園
を
設
立
な
さ
っ
た
新
井
禅
師
、
お
よ
び
禅
師
よ

り
賜
っ
た
二
大
眼
目
に
対
し
、
中
根
先
生
は
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
戦
後
、
新
た
な
二
大
眼
目
と
し
て

「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
を
掲
げ
つ
つ
も
、
戦
前
の
二
大
眼
目

を
わ
ず
か
に
変
更
し
て
、「
恭
倹
信
義　

愛
敬
報
恩
」
を
「
垂

訓
」
と
し
て
維
持
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
こ
と
が
背
景
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
繰
り
返
す
が
、
戦
後
に
文
言
が
変
更

さ
れ
た
背
景
・
事
情
に
関
し
て
は
筆
者
に
は
明
ら
か
に
で
き
て
い

な
い）

12
（

。

図1　写真に記録された新井石禅禅師直筆と思しき「恭倹修徳 愛敬報恩」の扁額
（『講堂落成 創立十五周年記念誌』（昭和13 年10 月刊行）より）
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三
︑「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
の
由
来
・
来
歴
を
さ
ぐ
る
―
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
も
活
用
し
な
が
ら

本
節
で
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
と
さ
れ
て
い
る
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
・
来
歴
を
探
る
。

ま
ず
、
こ
の
二
句
八
字
の
言
葉
は
中
根
環
堂
先
生
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
三
沢
智
雄
「
智
慧
と
愛
情
」（『
鶴
の

林
』
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
十
一
月
刊
行
号
）
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
く
。
管
見
の
限
り
で
は
、
中
根
先
生
ご

自
身
が
書
か
れ
た
文
章
に
は
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
の
由
来
・
来
歴
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で）

13
（

、
中
根
先
生
の
あ
と
を
受

け
、
二
代
目
学
園
長
を
つ
と
め
た
三
沢
先
生
の
文
章
は
最
も
信
憑
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
智
慧
と
愛
情
」
と
題
さ
れ
た

文
章
、「
今
の
誓
旨
」
と
い
う
一
節
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
え
る
。

さ
て
、
こ
ん
ど
再
度
の
ご
奉
公
で
学
校
に
来
て
み
る
と
、
学
校
で
は
内
容
外
観
が
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
朝
礼

で
唱
え
る
二
代
標
語
が
誓
旨
に
変
わ
っ
て
い
る
の
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。「
い
つ
ご
ろ
か
ら
変
わ
っ
た
も
の
で
す
か
」
と
、
渡
辺
潜
龍

先
生
に
伺
う
と
、「
終
戦
直
後
、
中
根
先
生
が
あ
み
出
し
て
実
施
し
は
じ
め
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

三
沢
智
雄
先
生
は
、
学
園
を
一
度
離
職
さ
れ
、
世
田
谷
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
の
校
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
の
ち
、
中
根
先
生
の
急

逝
を
受
け
て
、
招
請
さ
れ
て
二
代
目
学
園
長
に
就
任
さ
れ
た
。
戦
前
の
二
大
標
語
に
つ
い
て
、
三
沢
先
生
は
「
創
立
当
時
に
新
井
禅
師
か

ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
禅
師
直
筆
の
同
じ
こ
と
ば
の
額
も
い
っ
し
ょ
に
い
た
だ
い
て
」
い
た
こ
と
が
右
の
引
用
文
の
直
前
で
も
触
れ
ら

れ
て
い
る）

14
（

。
ち
な
み
に
、
引
用
文
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
渡
辺
潜
龍
先
生
は
、
中
根
先
生
が
急
逝
さ
れ
た
折
に
は
、
学
園
長
代
理
を
務
め
、

三
沢
学
園
長
の
も
と
で
は
教
頭
な
ど
を
勤
め
、
の
ち
に
は
中
学
・
高
等
学
校
第
五
代
校
長
に
も
就
任
さ
れ
て
い
る
。

右
の
引
用
か
ら
、「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と
い
う
文
言
は
、
中
根
先
生
が
終
戦
直
後
に
編
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
め
ら



― 37 ―

建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

れ
た
が
、
次
項
以
降
で
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
そ
れ
ら
の
文
言
が
、
ど
の
よ
う
な
典
籍
を
典
拠
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
先
人
た

ち
の
言
葉
に
拠
っ
た
も
の
か
、
基
づ
い
た
も
の
か
を
探
求
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

１
「
報
恩
行
持
」
と
い
う
こ
と
ば
の
由
来
の
探
究

ま
ず
、
両
句
の
う
ち
、
後
者
「
報
恩
行
持
」
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
修
証
義
』
第
五
章
の
題
名
「
行
持
報
恩
」

と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
公
布
さ
れ
た
『
修
証
義
』
が
明
ら
か
に
先
行
す
る
の
で
、
そ
の
影
響
を
受
け

た
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
で
は
、
な
ぜ
、
そ
の
ま
ま
用
い
ず
に
敢
え
て
文
言
の
順
序
を
変
え
て
、「
報
恩
行
持
」
と
し
た
の
か
、
と
い
う
疑

問
点
が
残
る
。

そ
こ
で
、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）」（https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/

）
を
利
用
し
て
検
索
し
た
と
こ

ろ
、「
報
恩
行
持
」（
あ
る
い
は
「
行
持
報
恩
」）
と
い
う
文
言
は
、
中
国
・
日
本
選
述
典
籍
を
含
め
、
伝
統
的
な
漢
語
仏
典
に
は
そ
の
ま
ま
の

語
句
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
出
典
と
す
る
言
葉
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る）

15
（

。

さ
ら
に
、
そ
の
検
索
対
象
は
近
代
以
降
の
出
版
物
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、
近
年
、
収
録
点
数
の
大
幅
な
拡
充
と
機
能
の
拡
張
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（https://dl.ndl.go.jp/

）
の
検
索
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
中
根
先
生
が
参

照
し
得
た
で
あ
ろ
う
、
近
代
以
降
の
出
版
物
な
ど
に
そ
の
よ
う
な
文
言
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
の
調
査
を
試
み
た）

16
（

。
そ
の
結
果
、
中
根
先

生
と
の
関
係
が
深
く
、
学
園
の
創
立
に
も
尽
力
さ
れ
た
新
井
石
禅
禅
師
・
初
代
校
主
の
著
作
や
法
話
録
に
は
、
主
に
『
修
証
義
』
と
関
連

す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
「
報
恩
の
行
持
」
と
い
う
文
言
が
多
数
見
ら
れ
、
ま
た
、「
報
恩
の
行
持
」
と
題
す
る
法
話
録
も
複
数
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る）

17
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
井
禅
師
は
「
報
恩
の
行
持
」
と
い
う
事
柄
、
言
葉
を
重
視
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
中
根
先
生
は
「
報
恩
」
に
も
と
づ
く
教
育
の
重
要
性
を
随
所
で
繰
り
返
し
述
べ
て
強
調
し
て
お
ら
れ
る
が）

18
（

、
そ
れ
ら
の
な
か
で
、
中

根
先
生
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
四
恩
」
に
つ
い
て
は
、
新
井
禅
師
に
も
「
四
恩
」
に
関
す
る
講
演
録
や
叙
述
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
る）

19
（

。
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右
の
よ
う
な
こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
戦
後
に
二
大
眼
目
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
た
「
報
恩
行
持
」
に
つ
い
て
は
、『
修
証
義
』
第
五
章
の
タ
イ

ト
ル
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
も
の
の
、
中
根
先
生
お
よ
び
学
園
と
も
関
係
の
深
か
っ
た
新
井
禅
師
か
ら
の
影
響
も
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
次
項
に
て
「
大
覚
円
成
」
と
い
う
文
言
の
由
来
に
つ
い
て
検
討

す
る
際
に
併
せ
て
考
慮
す
る
。

２
「
大
覚
円
成
」
と
い
う
こ
と
ば
の
由
来
の
探
究

次
に
、「
大
覚
円
成
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
・
来
歴
に
つ
い
て
探
求
す
る
が
、
こ
の
「
大
覚
円
成
」
と
い
う
言
葉
は
、
仏
教
者
あ
る
い
は

仏
教
研
究
者
で
あ
れ
ば
、
仏
典
の
ど
こ
か
に
出
典
が
あ
る
と
予
想
し
う
る
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
初
、
発
表
者
も
ま
た
そ
の
よ
う

に
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）」
を
利
用
し
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
や
ら
、

そ
の
よ
う
な
言
葉
は
、
中
国
・
日
本
選
述
典
籍
を
含
む
、
伝
統
的
な
漢
語
仏
典
に
は
含
ま
れ
な
い
文
言
の
よ
う
で
あ
る）

20
（

。

そ
こ
で
、
先
に
「
報
恩
行
持
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
と
同
様
、
こ
の
「
大
覚
円
成
」
に
つ
い
て
も
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
検
索
機
能
を
活
用
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
近
代
以
降
の
出
版
物
で
の
「
大
覚
円
成
」
の
用
例
は
決
し
て
多
く
な
い
な

か
で
も
、
再
び
、
新
井
石
禅
禅
師
の
講
演
録
の
中
に
「
大
覚
円
成
」
の
用
例
が
見
出
さ
れ
た）

21
（

。
新
井
禅
師
と
中
根
先
生
が
全
く
の
無
関
係
、

あ
る
い
は
、
縁
遠
い
関
係
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
両
者
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
け
れ
ど
も
、
先
の
「
報
恩
行
持
」
に
つ

い
て
も
同
様
の
事
象
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
「
大
覚
円
成
」
と
い
う
言
葉
も
ま
た
新
井
禅
師
が
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
よ
っ

て
、
戦
後
に
二
大
眼
目
と
さ
れ
、
現
在
は
建
学
の
精
神
と
さ
れ
て
い
る
両
句
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
は
、
中
根
先
生
が
戦
後
に
あ
み

出
し
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
新
井
禅
師
の
著
作
物
な
ど
か
ら
の
何
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
を
認
め
て
も
良
い
と
考

え
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と
い
う
両
句
を
二
大
眼
目
と
し
て
選
定
す
る
に
際
し
、
中
根
先
生
が
独
自
に
編
み
出
し
た

可
能
性
も
完
全
に
は
排
除
で
き
な
い
が
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
の
検
索
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
井
禅
師
が
用
い
て
い
た
言
葉
か
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建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

ら
選
ん
だ
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
も
の
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、「
大
覚
円
成
」
と
い
う
言
葉
は
、
右
の
と
お
り
、
伝
統
的
な
漢
語
仏
典
に
そ
の
ま
ま
の
字
句
は
見
出
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
に
出

典
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
大
い
な
る
さ
と
り
を
完
成
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
漢

訳
仏
典
に
頻
出
す
る
「
成
正
等
覚
」「（
現
）
成
正
覚
」「
成
等
正
覚
」、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
、(anuttara)sam

yaksam
bodhim

 sam

√

budh

「（
こ
の
上
な
く
）
正
し
い
さ
と
り
を
得
る
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
に
も
と
づ
く
も
の
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
を
言
い
換
え
た
も
の
と

見
な
せ
る
の
で
、
決
し
て
、
伝
統
的
な
仏
典
に
見
ら
れ
る
表
現
と
は
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
道
元
禅
師
や
瑩
山
禅
師
と

い
っ
た
祖
師
方
の
著
作
・
語
録
の
な
か
で
は
、
道
元
禅
師
の
主
著
『
正
法
眼
蔵
』「
大
悟
」
の
巻
に
見
え
る
「
大
悟
現
成
」
と
い
う
言
葉
と

も
類
似
点
を
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
か）

22
（

。
よ
っ
て
、「
大
覚
円
成
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
直
接
的
に
は
、
伝
統
的
な
仏
典
を
出
典
と
は
し
な

い
言
葉
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
、「
さ
と
り
の
完
成
」
と
い
う
仏
教
全
般
に
通
じ
る
こ
と
ば
で
あ
る
と
い
え
る
。

四
︑
ま

と

め

以
上
、
本
発
表
で
整
理
、
検
討
し
て
き
た
事
柄
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
戦
前
に
「
二
大
眼
目
」
と
さ
れ
て
い
た
「
恭
倹
修
徳　

愛
敬
報
恩
」
は
、
新
井
石
禅
禅
師
に
よ
っ
て
本
学
園
に
賜
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
戦
後
も
、
引
き
続
き
、「
垂
訓
」
と
し
て
「
恭
倹
信
義　

愛
敬
報
恩
」
と
少
し
文
言
を
変
更
し
な
が
ら
も
、
中
根
環
堂
先
生

が
在
職
中
の
こ
ろ
ま
で
は
維
持
さ
れ
た
。

⑵
戦
前
の
二
大
眼
目
「
恭
倹
修
徳　

愛
敬
報
恩
」
に
対
し
て
中
根
先
生
が
特
別
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
右
の
⑴
に
く
わ
え
、

新
井
禅
師
お
見
舞
い
の
鎌
倉
か
ら
の
帰
路
に
お
け
る
逸
話
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

⑶
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
二
大
眼
目
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
に
つ
い
て
は
、
中
根
環
堂
先
生
が
編
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

二
代
目
学
園
長
三
沢
智
雄
先
生
が
残
さ
れ
た
文
章
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
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⑷
た
だ
し
、「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
い
ず
れ
の
文
言
も
、
伝
統
的
な
漢
語
仏
典
を
出
典
と
し
な
い
も
の
の
、
新
井
禅
師
が
残
し

た
著
作
物
・
講
演
録
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
言
が
確
認
で
き
た
。
中
根
先
生
は
、
そ
れ
ら
両
句
を
「
二
大
眼
目
」
と
す
る
に
あ
た

っ
て
、
何
か
ら
の
か
た
ち
で
新
井
禅
師
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
窺
え
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
特
に
、
右
の
⑴
と
⑵
の
こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
学
園
創
立
時
の
労
苦
を
共
に
し
た
新
井
禅
師
に
対
し
、
中
根
先

生
は
強
い
思
慕
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
戦
後
、
中
根
先
生
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」

の
両
句
そ
れ
ぞ
れ
を
、
新
井
禅
師
も
ま
た
生
前
に
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
窺
え
る
。

戦
後
、
本
学
園
が
短
期
大
学
お
よ
び
大
学
を
設
立
し
た
の
も
、
設
立
当
初
、
新
井
禅
師
が
掲
げ
ら
れ
た
構
想
に
も
と
づ
く
こ
と
は
、『
鶴

の
林
』
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
り）

23
（

、
そ
の
示
寂
後
も
長
き
に
わ
た
っ
て
、
新
井
禅
師
は
、
中
根
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
学
園
関
係
者
ら
、
そ

し
て
学
園
全
体
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
今
回
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
現
在
、「
建
学
の
精
神
」
と
さ
れ

て
い
る
文
言
に
も
、
間
接
的
な
か
た
ち
で
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
窺
え
る
。

最
後
に
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
提
言
を
し
て
、
こ
の
小
論
を
締
め
く
く
り
た
い
。

第
一
節
で
、
戦
前
と
戦
後
の
教
育
目
標
、
標
語
に
つ
い
て
整
理
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
中
根
先
生
の
在
職
時
に
は
、「
二
大

眼
目
」
や
「
誓
旨
」
と
さ
れ
た
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
に
く
わ
え
て
、
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
で
の
教
育
目
標
お
よ
び
標
語
を
掲
げ

て
お
り
、
ま
た
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
か
、
そ
れ
ら
を
し
ば
し
ば
変
更
す
る
こ
と
も
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
本
稿
末
尾
に
学
園
の
教

育
目
標
に
関
す
る
変
遷
に
つ
い
て
参
考
ま
で
に
図
と
し
て
ま
と
め
て
お
い
た
。）
。

高
等
教
育
機
関
で
あ
る
大
学
・
短
期
大
学
に
お
い
て
、
事
細
か
な
教
育
目
標
や
標
語
を
掲
げ
る
こ
と
は
あ
ま
り
適
当
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
長
年
続
く
、
現
在
の
「
建
学
の
精
神
」
は
堅
持
し
つ
つ
も
、
中
根
先
生
が
試
み
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
な
か
た

ち
で
の
教
育
目
標
や
標
語
を
掲
げ
る
こ
と
を
試
み
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
と
、
発
表
者
は
感
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
学
の
特
性
上
、

全
学
的
な
も
の
は
難
し
く
て
も
、
各
学
部
や
学
科
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
わ
せ
た
も
の
は
設
定
可
能
と
考
え
る
。
現
代
の
よ
う
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建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

な
変
化
の
激
し
い
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
の
教
育
目
標
な
ど
も
掲
げ
る
こ
と
で
、「
建
学
の
精
神
」
の
実
現
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
教
員
に
過
ぎ
な
い
発
表
者
は
、
能
力
的
に
も
、
職
掌
上
も
、
こ
こ
で
具
体
的
な
も
の
を

掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
控
え
る
が
、「
宗
教
学
」
と
い
う
、
本
学
の
建
学
の
精
神
に
関
わ
る
必
修
科
目
を
担
当
す
る
発
表
者
か
ら
の

さ
さ
や
か
な
提
言
と
し
た
い
。

図2　『鶴の林』などに掲載された教育目標に関する標語類の変遷
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注（
1
） https://www.tsurum

i-u.ac.jp/site/about/spirit.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
令
和
五
年
十
一
月
三
〇
日
。
な
お
、
以
下
で
も
言
及
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
最
終
ア
ク
セ
ス
は
い
ず
れ
も
同
日
で
あ
る
の
で
割
愛
す
る
。）

（
2
） 
例
え
ば
、『
鶴
見
大
学
学
報
』
令
和
五
年
度
第
一
号
（
第
四
三
七
号
、
令
和
五
年
四
月
五
日
発
行
）
、
二
頁
。
基
本
的
に
、
近
年
刊
行

の
『
鶴
見
大
学
学
報
』
で
は
、
年
度
の
第
一
号
に
て
、
本
学
記
念
館
地
下
二
階
ホ
ワ
イ
エ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
岩
本
勝
俊
禅

師
揮
毫
の
扁
額
の
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
3
） 「〝
鶴
の
林
〞
の
歩
み
を
ひ
も
と
く
」（『
鶴
の
林
』
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
十
一
月
刊
行
号
、
二
六
〜
三
八
頁
）
参
照
。
特
に
、
三

二
頁
掲
載
の
図
は
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、『
創
立
八
〇
周
年
記
念　

未
来
へ
は
ば
た
け　

夢
と
希
望
』（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
刊
行
）
、

『
創
立
九
〇
周
年
記
念 
感
謝
を
忘
れ
ず
真
人
と
な
る
』（
二
〇
一
四
年
十
一
月
刊
行
）
、
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
さ
れ
た
「
学
園
年
表
」
に

も
、『
鶴
の
林
』
に
関
す
る
初
期
の
動
向
は
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

橋
本
弘
道
先
生
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
刊
行
の
『
鶴
の
林
』
に
も
「
二
大
眼
目
」
と
「
四
大
標
語
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
発
表
者
は
実
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
表
一
に
は
記
載
し
て
い
な
い
。

（
5
） 

中
根
環
堂
「
創
立
拾
五
周
年
を
顧
み
て　

記
念
講
堂
新
築
に
及
ぶ
」（『
講
堂
落
成 

創
立
十
五
周
年
記
念
誌
』、
昭
和
十
三
（
一
九
三

八
）
年
十
月
刊
行
）
の
う
ち
、
特
に
、
一
六
、
一
七
頁
参
照
。

（
6
） 

同
右
、
一
七
頁
参
照
。

（
7
） 

孤
峰
智
璨
禅
師
の
も
と
で
得
度
さ
れ
た
三
沢
智
雄
先
生
は
、
そ
の
跡
を
継
い
で
長
野
県
茅
野
市
の
賴
岳
寺
の
住
職
を
勤
め
ら
れ

た
（「
三
沢
智
雄
先
生
略
歴
」（『
鶴
の
林
』、
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
十
一
月
刊
行
号
掲
載
）
参
照
）
。
学
園
に
お
い
て
は
、
孤
峰

禅
師
と
三
沢
先
生
は
、
学
園
主
と
学
園
長
と
し
て
協
力
し
て
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
孤
峰
禅
師
は
總
持
寺

貫
首
在
任
期
間
が
十
一
年
間
と
比
較
的
長
く
、
大
本
山
總
持
寺
に
お
い
て
は
現
在
の
大
祖
堂
が
竣
工
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
四
〇



― 43 ―

建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

（
一
九
六
五
）
年
）
。
学
園
で
も
、
新
井
禅
師
・
中
根
環
堂
先
生
以
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
鶴
見
女
子
大
学
設
立
が
遂
に
成
し
遂
げ
ら

れ
た
（
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
）
。
そ
の
よ
う
な
孤
峰
禅
師
と
三
沢
先
生
の
も
と
で
、
教
育
目
標
に
関
す
る
標
語
が
整
理
さ
れ
、

戦
後
に
制
定
さ
れ
た
二
大
眼
目
へ
と
収
斂
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
孤
峰
禅
師
が
一
九

六
七
年
十
一
月
一
日
に
遷
化
さ
れ
た
あ
と
、
三
沢
先
生
も
同
年
同
月
十
三
日
に
逝
去
さ
れ
て
い
る
。

（
8
） 「
八
大
綱
領
」
に
つ
い
て
は
、
中
根
環
堂
「
新
入
生
を
迎
え
る
の
言
葉

―
総
持
学
園
訓
育
の
方
針
」（『
鶴
の
林
』、
昭
和
三
十

（
一
九
五
五
）
年
四
月
発
行
号
）
で
要
綱
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
根
環
堂
『
民
主
主
義
の
宗
敎
敎
育
』（
宮
越
太
陽
堂
、
一
九
四

七
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
と
略
称
）https://dl.ndl.go.jp/pid/11214931

）
で
は
、
ほ

ぼ
一
冊
を
費
や
し
て
「
八
大
綱
領
」
の
各
項
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
9
） 

本
項
で
も
引
用
す
る
中
根
環
堂
『
観
音
の
霊
験
』
か
ら
の
引
用
文
に
も
あ
る
と
お
り
で
あ
り
、
後
で
も
紹
介
す
る
、
三
沢
智
雄

「
智
慧
と
愛
情
」（『
鶴
の
林
』、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
十
一
月
発
行
号
）
で
も
そ
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
10
） 

中
根
環
堂
『
観
音
の
霊
験
』、
二
五
頁
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1031589/1/18

（
11
） 

同
書
、
二
〇
頁
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1031589/1/16

（
12
） 

中
根
環
堂
「
我
が
校
に
於
け
る
宗
教
々
育
」（『
教
育
と
宗
教
』
第
三
卷
第
十
二
號
、
一
九
三
一
年
）
と
い
う
文
章
の
中
で
「
現
在
読

経
も
毎
朝
行
っ
て
居
り
ま
す
。
始
め
毎
朝
恭
謙
修
徳
。
愛
敬
報
恩
。
の
二
句
を
同
音
に
唱
え
さ
せ
て
居
た
が
、
思
わ
し
か
ら
ざ

る
所
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
経
を
読
む
こ
と
に
し
た
」（
同
、
九
頁
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1083571/1/6

）

と
あ
る
の
が
見
え
る
。
ど
う
い
っ
た
点
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
は
、
不
明
だ
が
、
こ
れ
が
戦
後
文
言
を
変
え
た
こ
と
に
繫
が

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
13
） 

中
根
環
堂
「
現
代
と
報
恩
思
想
」（『
鶴
の
林
』、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
五
月
刊
行
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
え
、

戦
後
の
二
大
眼
目
は
中
根
先
生
自
身
が
編
み
出
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
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そ
こ
で
私
は
教
育
目
標
た
る
八
大
綱
領
の
一
つ
と
し
て
『
報
恩
の
社
会
化
』
を
あ
げ
、
ま
た
、

　
　

大　

覚　

円　

成

　
　

報　

恩　

行　

持

を
教
育
の
二
大
眼
目
と
し
て
居
る
。

右
の
文
言
よ
り
、
著
者
の
中
根
先
生
自
身
が
八
大
綱
領
と
と
も
に
、
二
大
眼
目
も
制
定
し
た
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
曖
昧
さ
が
残
る
。
や
は
り
、
引
用
し
た
三
沢
先
生
の
文
章
の
よ
う
に
明
確
な
も
の
が
あ
っ
て
こ
そ
裏
付
け
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
） 

た
だ
し
、
そ
の
新
井
禅
師
よ
り
賜
っ
た
額
は
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
三
月
に
起
き
た
火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

（
15
） 

な
お
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
二
〇
一
八
で
は
、
あ
い
ま
い
検
索
機
能
を
実
装
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
試
し
に
利
用
し
た
が
、「
報
恩
行
持
」
あ

る
い
は
「
行
持
報
恩
」
に
類
す
る
こ
と
ば
で
、
適
当
な
も
の
は
管
見
の
か
ぎ
り
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

（
16
） 

た
だ
し
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
近
代
以
降
に
本
邦
で
刊
行
さ
れ
、
日
本
選
述
典
籍
を
多
数

含
む
「
日
本
大
蔵
経
」
や
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
な
ど
も
収
録
し
、
そ
れ
ら
も
検
索
の
対
象
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
文

字
デ
ー
タ
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
よ
っ
て
自
動
処
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
み
を
用
い
た
検
索
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
問
題

が
残
る
。（
実
際
発
表
者
も
幾
ら
か
の
誤
認
識
を
実
見
し
て
い
る
。）

（
17
） 『
修
証
義
』
と
関
連
し
た
か
た
ち
で
の
「
報
恩
の
行
持
」
と
い
う
言
葉
は
、
例
え
ば
、
新
井
石
禅
口
演
『
曹
洞
宗
要
法
話
』（
鴻
盟

社
、
一
九
〇
八
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1083804

）
や
、
新
井
石
禅
著
『
修
証
義
講
話
』（
出
版
社
お
よ
び
出
版
年



― 45 ―

建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

不
明
（
大
正
年
間
か
）、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/906206

）
。

ま
た
、「
報
恩
の
行
持
」
と
題
さ
れ
た
文
章
・
講
演
録
は
、
新
井
石
禅
著
『
曹
洞
宗
法
話
大
全
』（
鴻
盟
社
、
大
正
三
（
一
九
一

四
）
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/943486

）
四
〇
五
頁
以
下
、
大
日
本
雄
弁
会
編
『
新
井
石
禅
師
大
講
演
集
』（
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1173519

）
二
〇
六
頁
以
下
、
神
戸
修
養
会
編
『
新
井
石
禅
師
講

話
選
集
』（
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1025017/1/103

）
一
七
六
頁
以
下
、
新
井
石
禅
著

『
信
は
力
な
り
』（
京
文
社
書
店
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1211733

）
四
五
六
頁
以
下
な

ど
が
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
新
井
禅
師
以
外
の
著
者
に
よ
る
出
版
物
に
も
、「
報
恩
の
行
持
」
と
い
う
言
葉
は
見
え
る
。
例
え
ば
、
加
藤

咄
堂
著
・
大
内
青
巒
校
『
曹
洞
宗
説
教
大
全
』（
鴻
盟
社
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/

pid/823315

、
五
二
四
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
18
） 

中
根
先
生
が
「
報
恩
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
大
眼
目
に
加
え
て
、
八
大
綱
領
や
日
訓
、
あ
る
い
は
四
大
信
条
に
も

「
報
恩
」
の
項
目
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
し
、『
鶴
の
林
』
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
巻
頭
言
な
ど
か
ら
も
窺
え
る
。

ま
た
、
遺
稿
で
も
あ
る
『
仏
教
倫
理
学
概
論
』（
鴻
盟
社
、
一
九
六
一
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/2977191

）
で
は
、

「
報
恩
の
原
理
」
と
題
す
る
一
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
19
） 

中
根
環
堂
「
現
代
と
報
恩
思
想
」（『
鶴
の
林
』、
昭
和
二
十
八
年
五
月
刊
行
号
）
で
「
四
恩
」
に
言
及
し
、
他
の
書
籍
、
中
根
環
堂

『
処
世
禅
』（
宮
越
太
陽
堂
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-
Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1685866

）
一
六
一
頁
や
、
中
根

環
堂
『
父
母
恩
重
経
』（
池
田
書
店
、
一
九
五
四
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/2977700

）
一
四
五
頁
な
ど
で
も
言
及

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
新
井
禅
師
は
『
仏
教
道
徳
四
恩
講
話
』（
鴻
盟
社
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/



pid/913585

）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
随
所
で
四
恩
に
触
れ
て
い
て
、
注
一
七
で
言
及
し
た
「
報
恩
の
行
持
」
と
題
さ
れ
た
文

章
・
講
演
録
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
20
） 
な
お
、「
大
覚
円
成
」
と
い
う
四
字
は
、
様
々
に
解
釈
で
き
る
う
る
言
葉
で
は
あ
る
が
、
通
例
で
は
「
大
覚
を
円
成
す
る
」
と
解

釈
す
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
場
合
、
漢
語
と
し
て
そ
の
字
句
の
自
然
な
並
び
と
し
て
は

「
円
成
大
覚
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
実
際
「
円
成
大
覚
」
は
、『
大
方
広
菩
薩
蔵
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
』（
大
正
蔵
一
一
九
一
番
、
八
七

二
中
）
に
一
例
の
み
見
出
さ
れ
る
）
。
よ
っ
て
、「
大
覚
円
成
」
と
い
う
字
句
は
「
和
製
漢
語
」
と
も
言
う
べ
き
、
日
本
語
的
な
読
み

方
・
解
釈
を
前
提
と
し
た
字
句
と
い
え
、
同
語
が
伝
統
的
な
漢
語
仏
典
に
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
は
宜
な
る
か
な
、
と
も
言
え
る
。

（
21
） 

新
井
石
禅
口
演
『
曹
洞
宗
要
法
話
』（
鴻
盟
社
、
一
九
〇
八
年
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｄ
Ｌ
：https://dl.ndl.go.jp/pid/1083804

）
九
八
頁
。
ち
な

み
に
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
新
井
禅
師
の
用
例
含
め
て
、
一
九
四
五
年
よ
り
前
の
出
版
物

で
は
十
三
例
し
か
見
出
せ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
ば
で
は
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。「
大
覚
を
円
成
」
と
い

う
字
句
に
つ
い
て
は
七
件
、「
大
覚
の
円
成
」
は
一
件
、
そ
れ
ぞ
れ
見
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
用
例
数
は
限
ら
れ
る
こ
と
に
違

い
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
実
験
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ラ
ボ
に
よ
る
「NDL Ngram

 Viewer

」（https://lab.

ndl.go.jp/ngram
viewer/

）
で
の
正
規
検
索
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
、
近
代
の
出
版
物
に
お
い
て
、「
大
覚
円
成
」
に
類
似
し
た
表
現

と
し
て
頻
出
す
る
の
は
「
大
覚
円
満
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。「
大
覚
円
満
」
は
空
海
の
『
秘
密
蔵
法
論
』
の
「
第
三
嬰
童
無

畏
心
」
に
含
ま
れ
る
語
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
真
言
宗
系
の
書
籍
を
中
心
に
多
く
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。

（
22
） 

總
持
寺
を
開
創
さ
れ
た
瑩
山
禅
師
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
え
ば
、
愛
知
学
院
大
学
の
横
山
龍
顯
先
生
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
主

著
『
伝
光
録
』
は
歴
代
祖
師
方
が
悟
り
を
お
開
き
に
な
っ
た
因
縁
・
経
緯
に
つ
い
て
著
述
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、『
伝
光
録
』

全
体
の
趣
旨
か
ら
言
え
ば
、「
大
覚
円
成
」
を
説
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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建学の精神「大覚円成　報恩行持」の由来・来歴をさぐる

（
23
） 

例
え
ば
、
中
根
環
堂
「
本
学
園
創
立
三
十
周
年
を
顧
み
て　

将
来
の
抱
負
に
及
ぶ
」（『
鶴
の
林
』
創
立
三
十
周
年
臨
時
増
刊
号
、
昭

和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
十
二
月
発
行
）
、
九
頁
参
照
。

（
み
や
ざ
き　

て
ん
し
ょ
う
・
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員
（
准
教
授
））


